
 

 
 

 
国 運 審 第 １ 号 
令和６年４月２３日 

 
 
  国土交通大臣  斉藤 鉄夫 殿 
 
 
             運輸審議会会長  堀川 義弘  
 
 

答    申    書 
 

大阪市高速電気軌道株式会社からの鉄道の旅客運賃の 
上限設定の認可申請について 

 
 

令６第４００１号 
 
 

 令和６年２月１４日付け国鉄事第７４６号をもって諮問された上

記の事案については、審議した結果、次のとおり答申する。 
  



 

 
 

主    文 
 

大阪市高速電気軌道株式会社（以下「大阪メトロ」という。）か

らの申請に係る鉄道の旅客運賃の上限設定については、高速電気軌

道第４号線（以下「中央線」という。）の延伸に伴う資本費等の回

収が完了するまでの間、中央線のコスモスクエアから夢洲までの区

間（以下「延伸区間」という。）を乗車する場合及び同区間と他の

区間とにまたがって乗車する場合の加算運賃の上限として、次の額

を認可することが適当である。 
 

１．普通旅客運賃           ９０円 
２．通勤定期旅客運賃（１ヶ月） ３，３７０円 
３．通学定期旅客運賃（１ヶ月） １，５２０円 

 
 

理    由 
 

１．申請者は、令和７年に大阪・関西万博の開催が予定され、その

後に統合型リゾート（ＩＲ）の誘致が決定している夢洲への主要

な交通アクセスとして延伸区間を整備し、令和６年度末の開業を

予定している。 
当該事業の枠組みは、大阪市がインフラ施設を整備・保有し、

大阪メトロ及び株式会社大阪港トランスポートシステム（以下「Ｏ

ＴＳ」という。）に無償で使用させ、ＯＴＳがインフラ外施設（鉄

道線路、電気施設等）を整備・保有し、大阪メトロに有償で使用

させ、大阪メトロが車両及び留置線を整備・保有するとともに、

大阪市及びＯＴＳからそれぞれ上記施設を借入れ、旅客の輸送を

行うものである。また、大阪メトロがＯＴＳに支払う線路使用料

は、ＯＴＳにおける累積損益収支及び累積資金収支が２０年で黒

字転換するよう設定している。 
申請者は、延伸区間を単独事業として考えた場合、基本運賃に



 

 
 

よる収益のみでは、申請者に発生する資本費等の負担が困難であ

ることから、受益者負担の観点より、延伸区間の利用者が負担す

る加算運賃を設定し、事業収支の均衡を目指すため、本申請に及

んだものである。 
 

２．国土交通大臣は、鉄道運送事業者からの旅客運賃の上限の設定

にあたっては、鉄道事業法第１６条第２項に基づき、当該旅客運

賃の上限による総収入が、能率的な経営の下における適正な原価

に適正な利潤を加えたものを超えないものであることを確認のう

え、鉄道事業法第１６条第１項の認可をするものとされている。 
 

３．当審議会は、本事案の審議にあたり、当審議会に提出された資

料、所管局から聴取した説明等に基づいて検討を行った。また、

申請内容に関し、申請者から意見聴取を行った。その結果は、次

のとおりである。なお、本件については公聴会の開催の申出がな

かったことから、公聴会は開催していない。 
旅客運賃の上限を主文のとおり設定した場合、平年度（原価計

算期間）である令和７年度から令和９年度までの３年間の運賃算

定の基礎となる適正な総括原価（能率的な経営の下における適正

な原価に適正な利潤を加えたもの）は１０，１８５百万円、総収

入は６，４９７百万円と推定されるので、差引き３，６８８百万

円の不足を生ずるものと見込まれる。 
また、上記平年度以外の期間について、申請者が２０年を目安

に延伸区間における累積損益収支及び累積資金収支を黒字化する

計画とした理由、当該期間を通じての収支見通し、需要が変動し

た場合の想定を行っていること等を確認した。 
 

４．以上のように、本件申請に係る旅客運賃の上限による総収入が、

能率的な経営の下における適正な原価に適正な利潤を加えたもの

を超えないものであるので、本件申請は上記２．の認可基準に適

合するものとして、鉄道事業法第１６条第１項に基づき、国土交



 

 
 

通大臣が本件申請を認可することは適当であると認める。ただし、

「加算運賃の終了時期の判断方法と情報提供の方法について」（平

成２５年国鉄事第２３４号）にあるように、加算運賃は、主とし

て新規路線の開業等に伴い発生する多額の資本費等を回収するた

めに設定されたものであることから、資本費等の回収が完了する

までの期間に限る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

要望事項 
 

国土交通大臣は、今般開業する中央線のコスモスクエア・夢洲間の需

要が外部要因により大きく変動することが見込まれることに鑑み、同区

間を運営する大阪メトロに対し、夢洲への主要な交通アクセスとして安

全で安定した輸送の確保を図るよう、必要に応じて助言・指導を行って

いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 


